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◆梅雨時の災害防止について◆ 

 取締役常務執行役員 土木部長 籔田 昭三  

 

6月の現場は「まだ本格的な夏

ではないから」と油断しがちなの

で、熱中症、大雨対策などポイン

トを押さえておくと安心です。 

先ずは“熱中症”。 6月は梅雨

入りで湿度が高く、体の熱が逃げ

にくくなるため、いわゆる梅雨型

の熱中症が増えます。国交省や厚労省の資料でも、建設

現場の熱中症は6～9月に多く、近年は温暖化傾向が顕著

に表れ増加傾向とされています。 

全産業の熱中症による死傷者は直近で過去最多となっ

ており、そのうち約4割が建設業と製造業で発生してい

ます。 

★熱中症に関して6月の注意点としては 

・気温はさほど高くなくても、湿度が高くて汗が蒸

発しない 

・身体がまだ暑さに慣れておらず、暑熱順化が出来

ていない 

・雨合羽を着用し続け、体内に熱がこもる 

こうした条件が重なりやすいことが挙げられます。 

 ★大雨・梅雨時特有の災害としては 

・足場板や仮設通路の滑りによる転倒・墜落災害 

・掘削部・斜面の崩壊、法面の崩壊、土砂の流入 

・仮設電気設備の浸水による感電・漏電 

梅雨前線の影響で局地的な大雨が増え、全国的に水

害・土砂災害のリスクが高まります。 

 ★重機・車両災害としては 

・降雨による軟弱地盤でのクレーン・バックホーの

転倒 

・ダンプトラック・資材車両のスリップ・逸走 

・視界不良時の接触災害 

特に雨上がり直後は地盤が緩んでいることが多いため、

アウトリガー設置位置や走行経路の事前確認が重要とな

ります。 

以上のまとめから、6月ならではの安全管理ポイント

として 

 ・暑熱順化を意識して、6月初旬から負荷を徐々に上

げる 

 ・WBGTや気温・湿度を見て、小まめな休憩と給水・塩

分補給 

 ・雨合羽着用時は休憩増加や空調服併用を検討 

 ・雨天・雨上がりは「滑り」「崩壊」「感電」「重機

転倒」を重点パトの項目にする。 

梅雨、猛暑と現場は大変な時期になりますが、万全の

対策で“災害０”を目指しましょう。 

“ご安全に” 

 

   6月度合同パトロール 

6月10日(水)13:00 より 

協 力 会：日本電機材料㈱、木下吉工業㈱ 

安衛委員：稲垣･木本･石塚･宮治･寺田･松永 

以上8名で実施しました。 

『寸評』 安全衛生委員会 

6月度の合同パトロールは、土木現場、「新名神高速道

路城陽第一高架橋（下部工）拡幅工事」を、安全協力会2

名、安全衛生委員会6名の計8名で実施しました。 

当日は、梅雨の合間の快晴の中『墜落・転落災害の防

止、重機・クレーン災害の防止』を主眼に、安全パトロ

ールを行いました。 

◆ 新名神高速道路城陽第一高架橋（下部工）拡幅工事 

当工事は、今回で4回目となる合同パトロールです。 

中岡所長より概要・進捗状況説明を受け、重点目標の

「墜落・転落災害の防止、重機・クレーン災害の防止」

を主眼に安全点検を行いました。当日の作業は、P4橋脚

フーチング補修、P5橋脚フーチング鉄筋組立、P6橋脚鋼

矢板打設他で職員を含め53名でした。 

工事場所：城陽市富野北ノ芝～城陽市水主大将軍 

工  期：令和6年12月1日～11年5月8日（4年6ヶ月） 

発 注 者：西日本高速道路㈱ 関西支社 

工事概要：橋脚拡幅 P1～P6橋脚 
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基礎杭：鋼管ソイルセメント杭φ1200 86本 

     切盛土工：          60,000m3 

      高架下調整池：          5ヵ所 

出 来 高：22.8％  (5/31現在) 

安全成績：労働延時間=135,808時間 

休業災害0件･不休災害0件。（5/13現在） 

 

 ≪良好な事項≫ 

① 各所場内整理整頓 

② クレーン作業エリア立入禁止措置 

≪改善・点検を要する事項≫ 

① P4補修時の保護具の着用 

② P6吹流しの設置 

③ 事務所廻りの片付け、整理整頓 

 

■講評では、全体的には各ヤードごとに大変よく整理整

頓はされていましたが、これから集中豪雨・台風による

排水路の整備、資材の飛散防止には準備を怠らず、また、

熱中症対策も十分配慮するようお願いしました。 

 

■中岡所長からは、「6月からR24号線が、南北分離式とな

り、工事用出入口も新たになりました。現場ルールをし

っかり確認、周知し交通事故のないよう、また、今年の

夏も一段と暑くなりそうなので、熱中症にも十分注意し、

この夏を乗り切っていきたいと思います。」とのコメント

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新名神高速道路城陽第一高架橋（下部工）拡幅工事】 

 

重 点 実 施 例 

『後院通電線共同溝及び道路改良工事(3工区)』 

土木部 土木G 工事主任 北村 尚久 

本工事は、後院通において安全で快適な歩道空間の確

保、都市災害の防止及び都市景観の向上を図るため、電

線共同溝工事及び道路改良工事を施工するものです。工

期は令和9年3月15日までです。 

施工にあたり、重点的に取り組んでいるのは埋設物破

損防止及び第三者災害防止です。 

埋設物破損防止については、施工範囲内に上水道、下

水道、ガス、通信ケーブルなど多数の埋設物があるため、

事前に埋設図面を確認し、試掘を実施して埋設位置の把

握に努めています。掘削前には作業員及び重機オペレー

ターと埋設物位置を確認し、近接箇所は手掘り施工を行

うことで埋設物損傷事故の防止を図っています。 

第三者災害防止については、後院通が生活道路であり、

民家や飲食店が多く、歩行者や自転車の通行も多いこと

から、作業帯と通行帯を明確に区分し、安全施設を適切

に配置しています。民家や店舗前を施工する際は事前に

声掛けを行い、工事による段差や通行の支障が生じない

よう適切な処置を行っています。交通誘導員による誘導

を徹底するとともに、日々変化する施工状況に応じて規

制方法を見直し、安全な通行空間の確保に努めています。 

今後も職員・作業員・第三者の安全を最優先に考え、

無事故・無災害で工事完成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【P4橋脚】 

【P6橋脚】 
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【後院通電線共同溝及び道路改良工事(3工区)】 

 

現 場 ニュース 

 

『宇治川中下流域護岸整備工事』 

 土木部 土木G 工事所長 住若 正一            
                                                                                                                             

 令和7年4月から12月まで従事した「宇治川中下流域

護岸整備工事」について記述します。 

近畿地方整備局淀川河川事務所発注の工事で、災害時

の物資輸送、平常時における地域活性化の観点からイベ

ント等を実施し、舟運の活性化の促進を目的とした緊急

用船着場及び航路の整備を行うというものでした。 

施工箇所は3箇所に点在しており、淀際目地区では航

路の水深確保のための河道掘削V=2,000m3、久御山地区

は河道掘削V=1,300m3、連節ブロック張A=1,660m2、コン

クリート舗装工A=840m2，アスファルト舗装工A=3,200m2、

三栖地区は現場打階段工3基、それに伴う法面整形

A=430m2、脱色アスファルト舗装A=2,700m2が主な工種で

した。 

 施工についてはICTの全面活用、点在箇所を同時施工

する期間もあったので監視カメラやウェアラブルカメラ

等の新技術を有効活用して安全な施工に努めてました。

また、自動追尾式測量器、電子野帳アプリ「eYACHO」を

使用し、現場の生産性向上に取組み成果を上げることが

出来ました。久御山地区では、河川の増水によりたびた

び作業ができない期間がありましたが、協議をして出水

期施工を可能にしたことにより、工期を延長することな

く無事故無災害で工事を終えることが出来ました。 

ご安全に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【宇治川中下流域護岸整備工事（完成写真）】 

 

安 衛 コ ラ ム 

 

『この１年間を振り返って』 

土木部 土木G 工事係 小野 愛大     

土木部の小野です。 

この一年間を通して凄く多くの事を学ばせていただき

ました。 

現場監督という仕事は、分からない事が多く、現場で

も先が読めず先輩や上司の方々の指示で動くことしか出

来ませんでしたが、みなさんが丁寧に分かりやすく、現

場のルールや仕事を教えてくださるので自分の出来る事

が日々増えていき、日々成長を感じる事が出来ています。 

最近では、仕事を少しずつですが任せていただき、仕

事に対しての考え方が変わり、職人さんの作業が止まっ

たり待たせないよう意識して、仕事をしやすいように考

えながら行動出来るようになりました。 

作業内容を事前に聞き、次の日は何が必要か、何をす

ればよいかなど考え準備をし、次の日に段取りよく行動

しスムーズに仕事が進むと少しずつですが自分の自信に

繋がっています。 

自分の改善すべき点は、現場では天候などで状況が変

化することがあります。そのたびに直ぐに状況判断をし

なければいけないのですが、自分はまだ直ぐに判断する

ことができないときもあるので、その点は自分の改善し

なければいけないところです。 

まだまだ、これから現場の事で覚えなければいけない

事が沢山ありますが、一日一日を大切にし、自分の課題

も改善しながら、任せられた仕事に対して責任感を持っ

て精一杯頑張り、日々成長していきたいと思います。 

ご安全に！ 

久御山地区 

三栖地区 
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重 点 施 策 

 

 

 

 

近年は線状降水帯や局地的豪雨が増加しており、建設

現場では事前の備え、早期判断、気象情報の収集および

避難体制の整備が重要です。 

① 事前準備 

・気象情報・雨雲レーダーを毎日確認 

・緊急連絡網の整備 

・排水路・側溝・集水桝の清掃 

・土のう・ブルーシート・排水ポンプの準備 

・資材・仮設材の飛散防止措置 

・法面や掘削箇所の点検実施 

② 豪雨前の対応 

・重機や車両を高所へ移動 

・掘削部への雨水流入防止 

・のり面シート養生 

・濁水流出防止設備の確認 

・河川・水路周辺作業の中止検討 

③ 豪雨時の対応 

・気象警報発令時は作業中止を検討 

・法面・掘削部への近接禁止 

・高所作業車・クレーン作業の禁止 

・増水箇所への近接禁止 

・作業員の安全な退避を最優先 

④ 豪雨後の点検 

・法面の崩壊・亀裂の確認 

・足場・仮設構造物の点検 

・土砂流出や洗堀の確認 

・電気設備の漏電確認 

・重機作業路の安全確認 

安全確認後に作業再開を判断する。  ご安全に！ 

土木部土木グループ 

◆事務局からのお知らせ◆ 

 

■ 令和8年度 全国安全週間 

準備期間：6月1日～6月30日 

本 週 間：7月1日～7月 7日 

スローガン 

：『多様な人材 全員参加 みんなで育てる安全職場』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ STOP！熱中症クールワークキャンペ―ン 

期   間：5月1日～9月30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 安全衛生協力会・委員会合同パトロールの予定 

日 時：令和8年7月9日(木) 13：00～15：30 

場 所：YTVショー用水上櫓架設（R8年度） 

協力会：㈱山栄工務店、ナガタ工業㈱ 

 

■ 令和8年度安全衛生協力会総会・第47回安全大会 

 日 時：令和8年7月3日（金）14：00～16：20 

 場 所：ホテルオークラ 3F翠雲 予定 

 

■ 令和８年度安全標語入選作 

【社員の部】 

・小さな声 拾って防ぐ 大きな事故 

総務G  今尾 朋代 

・焦らずに 確認ひとつで 防ぐ事故 

建築G  牧野 竜己 

  【協力会の部】 

・決めたルールは 守るもの 皆で築く ゼロ災現場 

㈱コプロス  大井 美保代 

・慣れた作業に潜む罠 初心に戻って 安全確認 

日本管工業㈱  大坪 健二 

7月度安全重点目標 

慣れた現場も雨で変わる 危険を見逃すな！ 


